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四捨五入の関係で合計と内訳の計とが一致しない場合等があります。
広域振興圏別、性別、年齢別の集計結果は、属性不明を除いたものとなっています。

　前述の「３　調査対象数の配分方法」のとおり、広域振興圏での調査結果の利用を考慮し、調査
対象数を地域別の人口構成比で割り振っていないことから、単純に集計された県全体等の調査
結果は、本県の広域振興圏の人口構成比を反映していないものになります。
　そのため、 集計については、実際の回答数に広域振興圏（市町村）別の人口構成比を考慮す
ることによって、県全体の調査結果を実勢に近づける集計（母集団拡大集計）を行っています。

　これを具体的に説明すると、市町村別の回答数（選択肢ごと）に、「令和６年岩手県人口移動報
告年報」による市町村別18歳以上人口÷市町村別の標本数（有効回答数）で求められるウェイト
を乗じて集計するものです。（したがって、集計結果の分母は18歳以上人口に一致します。）

５　その他

４　集計方法

はじめに～本書をお読みいただくにあたって～

１　県民意識調査について

　県民の皆様が県の実施する施策について、どの程度重要性を感じ、現在の状況にどの程度満
足しているか等を定期的に把握するため、岩手県では平成12年度から「県民意識調査」を実施し
ており、今回（令和７年調査）が23回目の調査となります。

２　今回の調査の特徴

　今回の調査では、「いわて県民計画（2019～2028）」に掲げる「10の政策分野」に関連する項目
の重要度、満足度や幸福度等の把握を目的とし、その調査項目数は、149項目となっています。

３　調査対象数の配分方法

　本調査の調査対象者の抽出については、広域振興圏での調査結果の利用を考慮し、次のよう
な方法によって行いました。

広域振興圏における調査結果に一定の精度を確保するため、東日本大震災津波の影響や管
内人口の多寡を考慮し、全県の調査数5,000について、県央及び県南に300、沿岸に800、県
北に600の計2,000を定数配分として割り振り、残り3,000を４広域振興圏の管内人口比で比例
配分しています。

市町村別の調査対象数については、各広域振興圏に割り振られた調査対象数を、管内の市
町村人口によって比例配分しています。

　このように、調査対象（サンプル）は実際の地域別の人口構成比のとおりに割り振られていないこ
とから、集計については、実際の市町村別の人口構成比を反映した結果となる集計方法を取って
います。詳しくは、「４　集計方法」を参照願います。

　岩手県では、お互いに幸福を守り育てる希望郷いわての実現に向けて「いわて県民計画（2019
～2028）」を策定し、計画に基づいて各種施策を推進しています。




